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建設 DX ビジョンを策定しました！ 

 ～持続可能な社会に向けて“シンカ”する！～ 

 

 

 

 

 

鉄道・運輸機構（以下、「JRTT」）は、2003 年１０月 1 日に設立して以来、「明日を担う交通

ネットワークづくりに貢献」することを基本理念とし、最新技術の導入に積極的に取り組んで参り

ました。  

今般、鉄道建設における DX 等の技術開発を計画的に進めるため、JRTT が２０年～３０年後

に達成を目指すべき目標を取りまとめた「建設 DX ビジョン」を策定しました。今後、ビジョンの具

現化に向けた取組みとして、各施策のロードマップを作成し、多様な事業主体や施策の実現に関

係する各種計画とも連携しながら、検討を深度化させてまいります。詳しくは以下のホームページ

をご確認ください。 

【建設DXビジョンホームページ】 https://www.jrtt.go.jp/construction/technology/dx.html 

 

 

 

 

＜本件に関するお問合せ先＞ 

建設企画部 技術企画・安全推進課 

TEL 045-222-9063 

 

 

  

鉄道・運輸機構（JRTT）は、設立 20 年を契機とし、鉄道建設に
おける工事の自動化やサイバー空間を活用してどこでも効率的
に勤務を可能にするなど、今後 20 年～30 年後に達成を目指す
DX の目標として、このたび建設 DX ビジョンを策定しました。 

 

 
～JRTT は設立 20 周年を迎えました～ 

https://www.jrtt.go.jp/construction/technology/dx.html


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール敷設・電気
設備工事の自動化

災害対応の
自動化・遠隔化

ドローンで
資機材を搬送

駅工事の遠隔化・省力化

３Dプリンター
で施工

CO2を出さない鋼材・
コンクリート・重機の活用

外国人が働きやすい
環境構築

橋・トンネル等
の工事の無人化

駅の案内や設備の
配置調整

気象情報等を考慮
した施工管理

サイバー空間で
地元説明会

環境アセスメントの
シミュレーション

仮想の速度向上試験

AIによる技術審査
の自動化

熟練者の技術を蓄積

働く場所の地理的な概念をなくす

AIにより最適ルート・
事業費の解析

図 建設現場の“シンカ”※ 

図 オフィスの“シンカ”※ 

※当該イラストは、第５期国土交通省技術基本計画で示された 「将来の社会イメージ」を参考に、JRTT の建設 DX ビジョン

として作成したものです。 


